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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
健
や
か
に
輝
か
し
い
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
日
頃
か
ら
町
政
各
般
に
わ
た
り
、
深
い
ご
理

解
と
温
か
い
ご
支
援
を
賜
り
、
心
か
ら
厚
く
感
謝

と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
大
都
市
圏
と
地
方
と
の

地
域
間
格
差
は
依
然
と
し
て
解
消
さ
れ
て
お
ら
ず
、

特
に
北
海
道
に
お
い
て
は
、
そ
の
傾
向
が
顕
著
に

表
れ
、
な
か
な
か
景
気
回
復
の
実
感
は
得
ら
れ
て

お
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
加
え
、
国
の
三
位
一
体
改

革
に
よ
る
地
方
交
付
税
や
補
助
金
の
減
額
等
に
よ

る
地
方
自
治
体
の
弱
体
化
が
懸
念
さ
れ
、
地
方
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

当
町
に
お
い
て
は
、
平
成　

年
度
か
ら
行
財
政
改

１７

革
に
よ
る
徹
底
的
な
経
費
節
減
に
取
り
組
み
、
収

支
不
足
を
克
服
し
て
き
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て

も
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
財
政
の
健
全
化
に
努
め
て
参
る
所

存
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
当
町
の
基
幹
産
業

で
あ
り
ま
す
漁
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
天
然
昆
布

漁
が
例
年
に
な
い
不
漁
で
あ
り
、
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ

刺
し
網
漁
に
お
い
て
も
、
昨
年
末
の
漁
獲
量
に
ば

ら
つ
き
が
あ
り
、
今
後
、
前
浜
で
の
好
調
な
水
揚

げ
を
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
漁
港

関
係
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成　

年
度
か
ら
行
っ

１８

て
い
る
衛
生
管
理
型
漁
港
整
備
に
お
い
て
、
天
蓋

施
設
整
備
等
、
平
成　

年
度
完
成
に
向
け
て
工
事

２５

が
進
ん
で
お
り
ま
す
。
こ
の
漁
港
整
備
は
、
安
全

ブ
ラ
ン
ド
の
水
産
物
づ
く
り
に
よ
り
、
水
揚
げ
さ

れ
た
水
産
物
が
付
加
価
値
の
高
ま
っ
た
商
品
と
し

て
流
通
し
、
漁
家
所
得
の
増
加
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
の
事
業
で
あ
り
ま
す
の
で
、
順
調
に

工
事
が
進
む
よ
う
関
係
機
関
へ
要
望
し
て
参
り
ま

す
。

　

次
に
駒
ケ
岳
防
災
対
策
に
お
き
ま
し
て
は
、
平

成　

年
度
か
ら
行
っ
て
き
た
防
災
行
政
無
線
の
整

１７
備
事
業
が
完
了
し
、
各
家
庭
に
設
置
し
て
い
る
個

別
受
信
機
の
取
替
え
及
び
外
部
ス
ピ
ー
カ
ー
施
設

の
更
新
が
な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
駒

ケ
岳
泥
流
砂
防
施
設
に
お
き
ま
し
て
も
引
き
続
き

関
係
機
関
と
協
議
を
し
な
が
ら
工
事
を
施
行
し
、

防
災
対
策
の
強
化
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
避
難
道
路
と
な
り
ま
す
国
道
２
７
８
号

鹿
部
バ
イ
パ
ス
整
備
工
事
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成

　

年
度
に
お
い
て
新
常
呂
橋
が
完
成
す
る
運
び
と

１９な
っ
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
早
期
完
成
に
向
け

て
強
く
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

　

更
に
新
規
産
業
と
し
て
、
粉
砕
し
た
ボ
イ
ル
ホ

タ
テ
貝
殻
を
利
用
し
た
土
壌
改
良
剤
や
建
設
副
資

材
を
生
産
す
る
工
場
が
町
内
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
廃
棄
物
と
し
て
扱
わ
れ
る
ホ
タ
テ
貝
殻
を

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
も
の
で
、
北
海
道
が
進
め
て
お

り
ま
す
資
源
の
適
正
な
循
環
的
利
用
・
廃
棄
物
の

減
量
化
を
促
進
す
る
も
の
で
あ
り
、
手
始
め
に
町

事
業
と
し
て
幼
稚
園
園
路
整
備
に
利
用
し
て
き
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
国
、
北
海
道
及

び
関
係
機
関
に
対
し
て
そ
の
利
用
に
つ
い
て
Ｐ
Ｒ

し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
お
け
る
具
体
的
な
施
策
や
予
算

２０

の
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
新
年
度
の
執
行
方
針

等
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
が
、
新
し
い
福
祉
施

策
と
し
て
子
育
て
支
援
の
た
め
の
医
療
助
成
制
度

や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、
更
に
幼
稚
園
児
の
預

か
り
保
育
事
業
の
導
入
等
を
実
施
す
る
方
針
で
あ

り
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
地
方
自
治
体
は
厳
し
い

現
実
の
中
に
あ
り
、
当
町
と
し
て
も
例
外
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
町
と
し
て
限
ら
れ
た
行
政
資
源
を
効

果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、「
小
さ
な
ま
ち
に
も
未

来
が
見
え
る
ま
ち
づ
く
り
！
」
に
努
め
て
参
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
方

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
明
る
く
健
康
な

年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
元
旦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鹿
部
町
長　

川
村　

茂
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能
代
順
一
氏
は
、
昭
和　

年
に
町
体
育
指
導
委
員
に
委
嘱
さ
れ
、
青
少
年
か
ら
一

４８

般
ま
で
幅
広
く
ス
ポ
ー
ツ
指
導
や
サ
ー
ク
ル
の
育
成
に
努
め
、
特
に
昭
和　

年
の
鹿

５２

部
柔
道
少
年
団
設
立
以
来
、
少
年
団
の
育
成
に
も
尽
力
し
指
導
者
と
し
て
、
現
在
も

活
躍
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
体
育
指
導
委
員
と
し
て　

年
の
長

３０

き
に
渡
る
町
の
社
会
体
育
振
興
に
お
け
る
実

績
及
び
町
体
育
指
導
委
員
主
催
の
事
業
を
企

画
・
運
営
す
る
等
の
社
会
体
育
の
推
進
に
お

け
る
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　

相
互
・
横
山
興
業
経
常
建
設
共

同
企
業
体
様
か
ら
、
大
岩
地
域
会

館
駐
車
場
に
外
灯
を
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

大
岩
地
域
会
館
は
、
地
域
住
民

の
集
会
施
設
と
し
て
各
種
会
合
等

に
利
用
さ
れ
て
お
り
、
寄
贈
い
た

だ
い
た
外
灯
の
設
置
に
よ
り
会
館

周
辺
は
明
る
く
な
り
ま
し
た
。
今

後
、
一
層
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
深
め
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

　

学
校
防
災
教
育
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
今
年
度
も　

月　

日
（
水
）

１２

１２

に
鹿
部
小
学
校
に
て
、
北
海
道
大
学
助
教
の
吉
本
充
宏
氏
を
講
師
に

お
招
き
し
、
小
学
校
５
・
６
年
生
を
対
象
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
年
生
は
火
山
に
つ
い
て
、
６
年
生
は
地
層
に
つ
い
て
学
び
、
吉

本
先
生
の
話
に
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
質
疑
応
答
の
時
間
に
は
、
数
名
の
生
徒
が
、
疑
問
に
思
っ

た
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。
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噴
火
や
地
震
な
ど
の
災
害
時
に
お
い
て
、
無
償
で
飲
料

水
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
災
害
時
対
応
型
自
動
販
売

機
が　

月　

日
に
、
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ

１１

３０

と
鹿
部
町
と
の
協
定
の
も
と
、
役
場
正
面
玄
関
付
近
に
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
自
動
販
売
機
の
設
置
は
道
南
で
は
福
島
町
に
次
い
で
当
町
が
２
番
目
で
あ
り
、

災
害
時
に
は
、
飲
料
水
の
無
償
提
供
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
動
販
売
機
正
面
に
設
置
し
て
い
る
電
光
掲
示
板
に
よ
り
、
災
害
時
の
情
報

の
発
信
の
ほ
か
、
町
内
行
事
や
時
事
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
も
発
信
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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月　

日
（
木
）
に
駒
ケ
岳
防
災
講
演
会
及
び
防
災
施
設
の
見
学

１２

１３

会
が
鹿
部
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
中
に
行
わ
れ
た
施
設
見
学
会

に
は
、
町
内
大
和
地
区
の
住
民
が
参
加
し
、
駒
ヶ
岳
の
砂
防
ダ
ム
施

設
に
つ
い
て
、
施
設
を
管
理
す
る
関
係
機
関
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

午
後
か
ら
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
た
講
演
会
で
は
、
北
海
道

大
学
名
誉
教
授　

宇
井
忠
英
氏
、

北
海
道
大
学
名
誉
教
授　

新
谷

融
氏
、
北
海
道
大
学
准
教
授　

黒
木
幹
男
氏
の
三
名
を
講
師
に

お
招
き
し
、「
北
海
道
駒
ケ
岳

の
噴
火
と
火
山
災
害
」、「
駒
ケ

岳
・
泥
（
土
石
）
流
災
害
へ
の

備
え
と
安
全
ま
ち
づ
く
り
」、

「
川
づ
く
り
と
町
づ
く
り
」
と

題
し
て
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。
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　平成１９年分所得（平成１９年１月１日～１２月３１日）の申告を下記のとおり受付いたします。
最寄りの申告会場へお越しください。
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・印鑑（シャチハタ以外）
・給料・アルバイト等の収入で年末調整を行って
いない方は給与支払報告書・源泉徴収票（個人明
細書）
・年金受給者は社会保険庁発行の年金支払報告書
・営業（漁業含む）の方は、仕入れ、売上等の経
費のわかる書類（領収書等）
・１９年中に支払した生命保険料の控除証明書
・医療費控除を受ける方は、１９年中に病院・薬局
等で支払した領収書

・国民年金保険料については、社会保険庁発行の
控除証明書
・今年初めて住宅取得等特別控除を受ける方は、
金融機関発行の借入金残高証明書、登記簿謄本、
工事請負契約書及び住民票・昨年以前から住宅借
入金等特別控除を受けている方は、金融機関発行
の借入金残高証明書及び税務署から送付されてい
る平成１９年分住宅取得特別控除証明書（緑色で印
刷された用紙）

�������				
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※今年は税源移譲の関係で、昨年より混雑する可能性がありますので、ご了承願います。

※青色申告で申告済みの方及び会社等で年末調整済みの方は、確定申告の必要はありません。
※確定申告は、町道民税・国民健康保険税の申告も同時に行っています。所得（収入）の無い方も必ず申
告してください。（未申告者は国民健康保険税、軽減等の適用がされない場合や、限度額で課税される場合
があります。又、故意に申告されない場合は法に基づき罰せられる場合があります。）

　税源移譲により、所得税率の変更による税負担
の軽減の影響は受けず、住民税率の変更による税
負担の増加の影響のみを受ける方については、既
に納付済みの平成１９年度分の住民税から税源移譲
により増額となった住民税相当額を還付します。

所得変動に伴う������を受けるためには�
���������	
�������	
��
���となります。
������

�������	
����	


　添付書類（医療費控除の領収書等）は、原本を
税務署に提出しますが、その書類が必要な方は、
直接税務署での申告をしてください。税務署職員
に「提出書類が必要です」と伝えると、当日又は
数日後に書類が戻ってきます。又、土地家屋や株
式の譲渡のあった方等専門的な申告が必要な方は
出来るだけ税務署で申告相談して下さい。

　税務署では「ｅ－Ｔａｘ（イータックス）」を推
進しています。
　「ｅ－Ｔａｘ」とは、電子申告・納税のことで、
ＡＴＭやインターネットを利用して国税の納付申
告を行う事ができます。
　Ｈ１９年分又はＨ２０年分を申告された方には１回
だけ所得税額から最高で５，０００円を控除できます。
　詳しくは、税務署又は国税庁ホームページをご
覧下さい（��������������������������）

相談期間　　平成２０年２月２８日～３月１７日
　　　　　　午前９時から午後５時まで
場　　所　　函館税務署（函館市中島町３７番１号　�０１３８－３１－３１７１）
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　　平成１１年分以後の所得税に対して実施されていた定率減税については、平成１８年分の所得税について
２分の１（２０％⇒１０％）に縮減、平成１９年分からは廃止（１０％⇒０％）となります。
��������	
����
　　国税（所得税）から地方税（住民税）への税金の移し変え（いわゆる税源移譲）が行われたこと等を
踏まえ、平成１９年分の所得税から税率構造が５％～４０％の６段階となっています。
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※（Ａ）に１，０００円未満の端数がある場合は、これを切り捨てます。

　税源移譲の実施に伴い平成１９年分以降の所得税
の額が減少した場合に住宅借入金等特別控除額が
控除しきれないこととなったときへの対応として、
個人住民税の制度において次の措置が講じられて
います。
　住宅借入金等特別控除の適用がある方（平成１１
年から平成１８年までに入居した方に限ります。）の
平成１９年分以降の各年分において、住宅借入金等
特別控除可能額と税源移譲実施前の税率を適用し
て算定した所得税額（住宅借入金等特別控除額の
適用がないものとした場合の所得税額とします。）
のいづれか少ない金額から当該年分の所得税額
（住宅借入金等特別控除額の適用がないものとし
た場合の所得税額とします。）を控除した残額（０
円を下回る場合の除きます）について翌年度分の
個人住民税から、その残額に相当する金額を減額
できる措置が講じられています。

※この措置は、「市町村民税及び道府県民税住宅
借入金等特別税額控除申告書」を各年度の提出期
限までに提出した場合に適用になります。

≪ 申　　告　　期　　間 ≫
�������	
��

提出先
・所得税の確定申告をしない方
　　給与支払報告書を添付して役場へ提出
・所得税の確定申告をする方
　　確定申告書とともに役場又は税務署に提出

�������	
�������������（税源移譲の実施に伴う特例措置）
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青
少
年
に
読
書
を
奨
励
し
、
自
己
の
生
活
の

充
実
と
豊
か
な
心
情
を
養
い
、
明
日
の
社
会
を

担
う
ふ
さ
わ
し
い
人
間
の
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
渡
島
青
少
年
読

書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
が
今
年
度
も
実
施
さ
れ
、

鹿
部
町
か
ら
は
小
学
校
３
年
２
組
の
安
楽
玲
那

さ
ん
が
小
学
校
中
学
年
の
部
で
優
秀
賞
を
、
中

学
校
１
年
Ａ
組
の
野
口
凌
平
君
が
中
学
校
の
部

で
優
秀
賞
を
受
賞
致
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
鹿

部
中
学
校
が
奨
励
賞
を
受
賞
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
小
中
学
校
で
は
読
書
に
親
し
む

環
境
を
整
え
て
い
き
、
子
供
達
の
読
書
の
習
慣

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
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　「年をとって心身の機能が低下するのは仕方のないこ
と」と考えてはいませんか？
　実は最近の研究から、そうではないことが明らかにな
ってきました。高齢者が心身の機能を低下させてしまう
最大の原因は「もう年だから」「おっくうだから」と、
身の回りのことや外出をしなくなることにあります。体
や頭を使わない生活は筋力や意欲を低下させ、やがて要
介護状態や認知症を招くことにもつながります。日常生
活のちょっとした工夫で、心身の過度の老化を防ぎ、自
分でできることの範囲を広げていくことができます。これが「介護予防」です。いつまでも
自立していきいきと暮らしていくために、ぜひ介護予防に取り組みましょう。
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　介護予防とは、元気な高齢者がなるべく要介護状態にならない
ように、そして介護が必要な人もそれ以上悪化させないようにす
る取り組みです。「自分はまだ元気だから介護予防なんて必要な
い」と思ってはいませんか？元気なうちから取り組んでいく必要
があるのは生活習慣病など病気の予防も介護予防も同じことです。
介護予防は生涯を通じて自立した暮らしを支えていくことを目指
します。
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　今月はにんじんを使った栄養たっぷりのキャロットスープを紹介します。
　にんじんは、根を食べる野菜の中では珍しく緑黄色野菜です。オレンジ色の色素はカロテンで体内で
ビタミンＡに変わります。にんじんのカロテン含有量はトップクラス。約50グラム食べれば、成人に必
要な量のビタミンＡが摂取できます。カロテンには体の各器官が酸化するのを防ぐ抗酸化作用があり、
がんやコレステロール値の低減などの健康効果が注目されています。
　また、カロテンは油に溶けやすい物質です。バターや油といっしょに調理すると、カロテンの吸収利
用が促進されます。きんぴらや精進揚げなどは理にかたった食べ方です。

�������	
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　①　にんじん、たまねぎはうす切り、長ねぎは、小口切りにしてバターで炒める。洗った米を入れて
サッと炒める。水と固形スープを入れてアクを取りながら３０分煮る。

　②　①をミキサーにかけ、牛乳で好みの濃さにのばして、塩・こしょうで味を調える。
�������	


　　乳製品を使ったカルシウムたっぷりのお料理を紹介します。どなたでも参加できますので、お気軽
にお申し込み下さい。
　　���　：　平成２０年1月２５日（金）
　　���　：　午前１０時から午後１時まで
　　���　：　中央公民館　調理室
　　���　：　３００円（食材費）
　　����：　○大豆と昆布のごはん　○鶏のチーズ焼きあんかけ
　　　　　　　　○白菜スープ　○玉ねぎとさけるチーズのサラダ
　　�������	：１月１８日（金）までに、民生課保健推進係へ　　℡：７－５２９０
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　町では、今年度も１２月５日から３月までの毎週水曜日に次のとおり福祉バスをいこいの湯まで
運行しておりますので、ご利用ください。（１月２日は運休します。）
　なお、いこいの湯をご利用できる方は、満６０歳以上となっております。

�������	

  下 大 岩 バ ス 停 前 …　１３：１０
　　　 渡 部 良 次 宅 前 …　１３：１１
　　　 和 田 泰 治 宅 前 …　１３：１２
　　　 川 村 商 店 前 …　１３：１３
　　　 盛 田 武 一 宅 前 …　１３：１４
　　　 旧 シシペ生活館前 …　１３：１６
　　　 リハビリ道路入口前 …　１３：１７
　　　 中 居 敏 夫 宅 前 …　１３：１８
　　　 渡 島 信 金 前 …　１３：２０
　　　 葛 西 商 店 前 …　１３：２２

�������	

 鹿部ロイヤルホテル前 …　１３：４５
　　　 出 来 澗 会 館 前 …　１３：５０
　　　 小 笠 原 和 夫 宅 前 …　１３：５４
　　　 旧 蓬 莱 谷 商 店 前 …　１３：５５
　　　 米 本 泰 弘 宅 前 …　１３：５７
　　　 中 央本別バス停前 …　１３：５８
　　　 中 村 久 雄 宅 前 …　１４：００
　　　 松 本 商 店 前 …　１４：０２
　　　 役 場 前 …　１４：０５

　平成１９年１２月１日から法律に基づく一斉改選で別表のとおり、民生委員等が改選されました。
　民生委員・児童委員、主任児童委員とは、社会福祉の増進に熱意のある人のなかから、厚生労働大
臣が委嘱しており、各委員は担当地区で生活の事で困っている人や、子供のこと、福祉などについて
のことで相談、援助、情報提供等を関係行政機関と地域の皆さんとのパイプ役として活動しています
ので、お気軽にご相談下さい。

電　話担当区域氏　　名委員区分再任・新任の区分

７－３６１６１区・２区・３区Ａ工　藤　敏　行民生委員・児童委員再
７－２０１０３区Ｂ・鹿部第１船　橋　敦　子〃再
７－２０５８鹿部第２・鹿部第３武　藤　五百子〃新
７－２７４４鹿部第４・１４区伊　達　ユキヱ〃再
７－３１９５１５区Ａ・同Ｂ・１６区・１７区Ａ松　川　栄　治〃再
７－２６０９１７区Ｂ・１７区Ｃ・１８区・駒見庄　内　悦　子〃新
７－３１７７１９区Ａ・１９区Ｂ皆　川　貞　子〃再
７－３７６３１９区Ｃ佐　藤　玲　子〃再
７－２９７５２０区・２１区・２２区松　川　明　弘〃再
７－２５３３２３区・２４区平　田　　　長〃新
７－２６３０２５区・２６区石　田　　　朗〃再
７－３４４１２７区飯　山　恒　雄〃新
７－３２２０町内全域原　田　豊　子主任児童委員再
７－３２２８町内全域三　浦　君　子〃再
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��������� （１０）

��������������		

����������������
　社会保険庁では、本年１２月から来年３月までに、ご本人の基礎年金番号に記録が結び付くと思われる
方に「ねんきん特別便」をお送りすることになり、社会保険庁にご本人よりお届けいただいている住所
について、変更の手続きがお済みでない場合には、お届けすることが出来ないこととなりますので、確
認をお願いいたします。

�������	
������
　　住所変更の届出がお済みでない方は、大切な「ねんきん特別便」をお届けできません。住所の変更・
訂正はご自身による手続きが必要となりますので、お手数ですが、以下の手続きをお願いします。
　　・国民年金第１号被保険者　…　お住まいの市区町村役場の窓口
　　・厚 生 年 金 加 入 者　　　厚生年金加入者の方のお勤め先の
　　・国民年金第３号被保険者　　　社会保険担当者の方
　　・年　 金　 受　 給　 者　…　お近くの社会保険事務所

�������	
���
　　結び付く可能性のある記録を探すためにも、お手持ちの古い年金手帳をご確認いただき、氏名変更
のお届けがなされていない方は、変更の届出をお急ぎくださいますようお願いします。

��������	
������������
　　「ねんきん特別便」では、社会保険庁が把握している加入記録をお知らせしています。ご自身の記
録にもれがないか十分にご確認いただき、訂正がない場合には同封の「確認はがき」を訂正がある場
合には「年金加入記録照会票」を必ず提出していただきますよう、ご協力をお願いいたします。

窃盗犯認知件数全刑法犯
認知件数 計自動車盗車上狙い侵入盗

１件０件１件０件１件町　内

���������	
���

物損事故傷者数死者数発生件数

４件０人０人０件町　内
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　「１１０番」はあなたと警察を結ぶ「ホットライン」です。
　いたずら電話は、みんなの迷惑になりますので絶対にやめましょう。
　事件事故を見たり聞いたら、「１１０番」をお願いします。
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���������（１１）

������������������������������

１６，０７８０．１はたはた２５８，６０４，６０７２，２８４．４すけそ
７，６５２，６９１８．８うに２０，９２５，０４９２７．６たこ
３，１７７，１８９１７９．７さば２８，５９０，０６３１１３．７さけ
１，２９１０．１福来９３，０６０，９２０８６９．１いか
１１５，２６４０．５北寄貝１９１，３０００．４かれい
１７，６９９０．１まぐろ６１，８９０，５２２２０．１なまこ

１，６３８，８３１１６．６たら３１，７９８０．２油子
７０，１２００．１きんきん３５０，０９７２．０黒そい
７０８，８２６６．１つぶ９２，２９９２．０ほっけ
８０８，１６１３１．４いわし６，８３３０．３かじか
４５１，８２０１０．１その他魚類４１８，５３９０．５平目

１０８，６２４６．８さんま
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危険な住居地域からの避難等が
必要（状況に応じて対象地域や
方法等を判断）。

住居地域に重大な被害を及ぼす
噴火が発生、あるいは切迫して
いる状態にある。

避　　難

� � � �

����

警戒が必要な住民地域での避難
準備、災害時要援護者の避難等
が必要（状況に応じて対象地域
を判断）。

住居地域に重大な被害を及ぼす
噴火が発生（可能性が高まって
きている）。

避難準備����

通常の生活（今後の火山活動の
推移に注意。入山規制）。状況
に応じて災害時要援護者の避難
準備等。

住居地域の近くまで重大な影響
を及ぼす（この範囲に入った場
合には生命に危険が及ぶ）噴火
発生、あるいは発生すると予想
される。

入山規制

������

����

通常の生活

火口周辺に影響を及ぼす（この
範囲に入った場合には生命に危
険が及ぶ）噴火が発生、あるい
は発生すると予想される。

火口周辺
規　　制����

火山活動は静穏。平　　常� � � �����

� � �
����
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　　平成１７年度から実施しておりました防災行政無線放送施設の更新事業（デジタル対応）は、１１月３０
日で完了しました。
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　　平成１９年１２月１日から火山噴火活動の状況が噴火警報、噴火警戒レベル（従来は火山情報）となり、
駒ケ岳はレベル化が導入され、噴火警戒レベルで発表されます。

※　火山情報は、札幌管区気象台ホームページでも閲覧することができます。
　　ＵＲＬ：�����������	
�������
������

１１月１０月９月８月７月６月５月４月３月２月１月

３２１４３０２１４１２剣ヶ峯東地震回数
（山頂火口原附近）　　

０１０１１０００１００観測点Ａ地震回数
（赤井川登山道６合目附近）

０００００００００００観測点Ａ微動回数
（赤井川登山道６合目附近）

��������	
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情報は、テレビ・ラジオで発表となります。
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浄
化
槽
を
設
置
す
る
場
合
、
町

へ
届
出
が
必
要
で
す
。
設
置
工
事

前
に
「
浄
化
槽
設
置
届
出
書
」
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。�
�
�
�
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浄
化
槽
管
理
者
に
は
、
保
守
点

検
・
清
掃
・
法
定
検
査
の
３
つ
の

義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
１　

保
守
点
検

　
　

浄
化
槽
内
の
微
生
物
が
活
動

し
や
す
い
状
況
を
常
に
保
つ
た

め
に
、
ま
た
ブ
ロ
ワ
ー
な
ど
が

休
み
な
く
連
続
運
転
し
て
い
る

こ
と
か
ら
も
、
機
械
の
点
検
、

汚
泥
の
調
整
、
水
質
の
検
査
、

消
毒
薬
の
補
給
を
定
期
的
に
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　

こ
の
保
守
点
検
は
、
北
海
道

知
事
に
登
録
し
て
い
る
保
守
点

検
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
２　

清
掃

　
　

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
と
、

槽
内
に
汚
泥
が
溜
ま
り
ま
す
。

こ
れ
が
溜
ま
り
す
ぎ
る
と
、
浄

化
槽
が
正
常
に
機
能
し
な
く
な

り
、
十
分
な
処
理
が
さ
れ
な
か

っ
た
り
、
悪
臭
が
発
生
す
る
原

因
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
に
な
ら
な
い
た
め
に
、
汚

泥
の
汲
み
取
り
、
付
属
装
置
や

機
械
類
の
洗
浄
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　
　

こ
の
清
掃
は
、
町
の
許
可
を

受
け
て
い
る
清
掃
業
者
に
委
託

し
て
く
だ
さ
い
。

○
保
守
点
検
業
者
・
清
掃
業
者
に

つ
い
て
は
、
役
場
民
生
課
環
境

衛
生
係
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

そ
の
３　

法
定
検
査

　
　

浄
化
槽
の
状
態
が
正
常
で
な

い
と
、
公
共
用
水
域
の
汚
染
を

引
き
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
浄
化
槽
の
保
守
点

検
や
清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ
、

正
常
に
機
能
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
、
知
事
の

指
定
す
る
検
査
機
関
の
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
使
用
開
始
か
ら
３

〜
５
ヶ
月
の
間
に
１
度
（
７
条

検
査
）、
そ
の
後
は
１
年
に
１

回
（　

条
検
査
）
こ
の
検
査
を

１１

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
指
定
検
査
機
関
〜
北
海
道
で
は
、

「（
社
）
北
海
道
浄
化
槽
協
会
」

と
な
り
ま
す
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◇
お
問
合
せ　

総
合
体

育
館

　

℡：

７－

３
９
８
８
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��������� （１４）

�
�
�
�
�
�
�
	


��
�

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

�����������	
����������	��
��	��
������������������������������	�
���

������

������

������

������

�����������	
�����������������

�����������	�
��������������	
���������

����������������	
����������������
�����������	
����������	��


������

�����������	
���������������	
	��������

������

������

������

������

�����������	�
��������������	
���������

�����������������������	��

�����������	
����������	��


������

������

�����������	
���������������������	
		�
����������	
������
�����������	
�	�

������

�����������	
��
�����

�����

�����

�����������	�
��������������	
���
�����������	
������������	
		�

�����

�����������	
����������	��
�����

�����������	
����������	��
��	��
������������������������������	�
���

�����

�����

�����������	
���������	
���������������������

�����

������

������

�����������	
����������	��
������

�����������������	
����������������������

�����������	�
�����	��������
������������	
����������������

������

������

��������	
��

� � � � �� � �

��������	
������������	
�������� ������	
���������
��������������� �������	
��������������	
����

�������	
��������������������
�������� !"#���$�

�������	
����

���������	
�����	��	��

������������	�
��������������

�����

平成１９年１１月３０日現在
（　　）は前月比です

世帯数　１，８１６世帯（－２）
　男　　２，３２８ 人 （－１）
　女　　２，４４９ 人 （－３）
　計　　４，７７７ 人 （－４）

●６５歳以上の人口 １，１７０人
　高齢化率　　　　２４．５％
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長
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く
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（
注
）お
誕
生
、
お
く
や
み
欄
に
つ
い
て
の

掲
載
は
、
役
場
民
生
課
窓
口
で
掲
載
承
諾

を
頂
い
て
載
せ
て
お
り
ま
す
。


